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はじめに 

 

岩手県立博物館は建設準備室の段階から広く県民各位のご協力により資料の所

在確認調査と、それに基づく資料収集活動を行ってまいりました。 

 その一環として大正から昭和初期にかけて活躍された故小田島禄郎氏の考古資

料、書簡類、図面類等さまざまな内容を持つコレクションを御寄贈いただき、資料

を整理し、目録を刊行してまいりました。コレクションの寄贈は２次にわたり、１

次については目録の刊行を終え、２次については、平成 20 年に「小田島コレクシ

ョン２次 その１ 考古資料編」を刊行しているところでございます。 

 今回は２次寄贈資料中の書簡、図面類等を中心とした資料の目録となります。今

回の刊行により、小田島コレクション１次、２次全体の目録刊行が完了することと

なります。これによって、これまで以上にコレクションの積極的な活用を図り、な

おいっそう、故小田島禄郎氏の文化財保護等の先駆的な活動についても紹介に努め

てまいりたいと考えております。 

 また、小田島コレクションのほとんどはご遺族の寄贈によるものであり、改めて

ご遺族の方には感謝申し上げます。今後貴重なコレクションの一層の活用に努めた

いと考えております。 

 最後に、当館では今後とも資料の収集活動をはじめとする博物館活動の充実に努

めてまいる所存でございます。皆様の一層のご指導、ご協力を賜りますよう御願い

申し上げます。 

 

平成 27 年３月  

 

岩手県立博物館 

館長  中山 敏  
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凡例 

 

１ 本目録は、岩手県立博物館が収蔵している小田島コレクション２次受け入れ分のうち、考

古実物資料以外の書簡類、図面類等の資料を記載したものである。 

 

２ 本目録掲載の資料及び、小田島コレクション２次その２の資料は「OR2-2」の略号を頭書に

付し、以下番号を振っている。資料の番号は「OR2-2-100」というように表記する。 

 

３ 小田島コレクション２次その２の資料は、OR2-2-1～OR2-2-2240 の 2240 件の登録数となっ

ている。このうち岩手県の考古学史に関連が深いと思われる 657 件について本目録に掲載し

ている。 

 

４ 本目録に不掲載の資料は 1583 件については、考古学史に関連が薄いもので、私信、個人資

料がほとんどである。小田島禄郎以外の家族が受信した書簡や、あからさまな個人情報を含

む内容のものも多く、今回の目録への掲載はおこなわないこととした。 

 

５ 本目録に関する資料整理は、岩手県立博物館考古部門の研究テーマ「岩手県考古学史の研

究」の一環として、考古部門主任専門学芸員 木戸口俊子（平成 21～22 年度在職）が担当し

た。資料の配列、同一番号資料の組み合わせは木戸口がおこなったものである。 

 

６ 本目録の編集は 考古部門主任専門学芸員 羽柴直人(平成 26 年度在職中)がおこなった。

目録掲載資料の選別は羽柴がおこなったが、資料の配列、同一番号資料の組み合わせ等は木

戸口がおこなったものを蹈襲するようにした。 

 

７ 小田島コレクション２次その２の資料は、目録不掲載分も含めて岩手県立博物館第４収蔵

庫に保管している。 
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１、小田島コレクション２次資料 

  小田島コレクションは二度にわたり故小田島禄郎氏の御遺族から寄贈を受けている。第１

次の受け入れは 1986 年であった。その後、1992 年に新たな資料群が小田島家で発見され、

その他小田島家で保管していた考古資料も含めて 1997 年に当館に搬入し、調査研究を進め、

1998 年に正式に御遺族との協議により当館に寄贈していただけることになった。この際の寄

贈資料が「小田島コレクション２次」資料である。 

「小田島コレクション２次」資料のうち、考古実物資料については資料整理を終えており、

その目録は、「岩手県立博物館収蔵資料目録第 20 集 考古Ⅷ 小田島コレクション２次 そ

の１ 考古資料編」として平成 20 年 3 月 31 日に刊行されている。 

そして、本目録は上記考古資料編に盛り込まれなかった書簡類、図面類を中心とした資料

目録となる。本書により、小田島コレクション 1 次、２次資料の全体の目録刊行が終了する

こととなる。 

 

２、「小田島コレクション２次 その２」資料の概要 

  小田島コレクション２次受け入れ資料の内、実物考古資料（遺物）以外が「小田島コレク

ション２次 その２」の資料となる。内容は多岐にわたり、書簡類(ハガキ、封緘ハガキ含む)、

行政文書、辞令書、原稿、実測図類、拓本類、手帳(フィールドノート含む)、メモ書き、書

籍、各種印刷物、雑品などがある。 

書簡類は考古学関係者との連絡郵便や、南部史談会の運営、雑誌刊行に係わる内容のもの

がみられる。これらは、岩手県の考古学史に関係するものとして、今回の目録に掲載してい

る。この他書簡類の大半は、私事や学校運営等に関わるものであり、小田島禄郎本人以外に、

その家族が受信した郵便類も多数存在する。これらは小田島禄郎とその家族を巡る状況や、

明治末から戦争中、戦後の混乱期までの連続する貴重な生活史の記録とも成り得る資料であ

るが、個人情報も多く含み、発信、受信の人々も多岐、多数にわたり、公開の同意を得るこ

とは実際的には不可能であり、今回目録への掲載は差し控えることとした。               

行政文書は小田島禄郎が「岩手縣史蹟名勝調査会委員」として活動した事柄に関するもの

が多い。中でも昭和４年から５年にかけての平泉金鶏山に関わる一連の行政文書は、通常の

事務文書の域を超えた、小田島の史蹟保存への熱意が伺える内容である。また文化財行政関

係の他に、戦時中「常会長」としての小田島に宛てられた、行政からの配給関係、各種通達

文書が多数存在し、物資のみならず生活全般に統制が加えられた戦時の生活実態を示す資料

と評価できる（今回の目録への掲載は見合わせた）。 

原稿は小田島自身ものとしては、岩手郡誌関連の断片や「岩手縣史蹟天然記念物調査報告」

掲載のものがみられる。小田島以外の原稿では「南部史談会誌」掲載のものが見受けられる。   

実測図類には「今松竪穴発掘略図」など現岩手町周辺のものなどが多くみられる。 

拓本類では供出され現存していない一方井村「寶積寺梵鐘」の拓本が貴重である。 

手帳類には、小田島の野外活動を記録したフィールドノートが貴重である。昭和２年のフ

ィールドノートなどが充実した内容となっている。 

その他、各種メモ書きや、書籍、印刷物などが考古学関係、その他のものが多数含まれて

いる。 
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OR2-2-22 ハガキ  東北北海道の旅程①（喜田貞吉より小田島あて） 

OR2-2-23 ハガキ  東北北海道の旅程②（喜田貞吉より小田島あて） 
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OR2-2-58  ハガキ 有坂博士来盛について（杉山寿栄男より小田島あて） 

OR2-2-71  書簡 関東の貝塚土器を送る（中谷治宇二郎より小田島あて） 
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OR2-2-2008  拓本 

「登米郡南方村高橋清次郎蔵」「登米郡米山村中津山網場神社境内」

岩版拓本、「平貝貝塚」土版拓本、「青島」土製品拓本、「初形？草」

土偶？拓本、「平貝」土偶拓本、「大多古」土偶拓本、「青島角器」 
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② ① 
③ ④ 

① 

② 

OR2-2-2012  拓本 寶積寺梵鐘（一方井村）その１ 
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寶積寺
ほうしゃくじ

は岩手県岩手町一方井に所在の寺院である。拓本の寛永 21 年（1644）銘の梵鐘は、

太平洋戦争時金属供出され、原品は失われている。 
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④ 

OR2-2-2012  拓本 寶積寺梵鐘（一方井村）その２ 
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OR2-2-2014 拓本 

「大正六年四月 登米郡北方村船越上ノ台出土」（鮭石の類か） 
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OR2-2-2022 拓本 「羽田村永田氏蔵」鏡、遠野八幡宮銅板祈願文 
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